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lake shore, lake side, beach

transition zone / ecotone between lake and land
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4.0-3.2 Ma
3.2-3.0 Ma
3.0-2.7 Ma
2.7-2.5 Ma
2.5-1.8 Ma
1.8-1.4 Ma
1.4-0.4 Ma
0,4-0.0 Ma
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	中島経夫琵琶湖WG会議2006年７月16日
	琵琶湖博物館での研究プロジェクトから「東アジアの中の琵琶湖　コイ科魚類の展開を軸としたその環境史に関する研究」目的　湖と人間のかかわりが、どのようにできあがってきたのかを明らかにする。　
	2006年度の企画展タイトル「湖辺」湖辺や水辺lake shore, lake side, beachとの違いtransition zone / ecotone between lake and land
	湖と人間をつなぐための仕組み自然科学と人文・社会科学とを結ぶ仕掛けコイ科魚類の展開を軸とする
	コイ科魚類の展開を軸とした理由コイ科魚類　この地域で多様なグループが分化している　現在も、この地域に豊かで多様な種類が生息している自然科学的な研究材料にことかかない。　生物学的・古生物学的な研究材料が豊富古くから身近な生き物として食料資
	「コイ科魚類を軸にする」「コイ科魚類の展開を軸にする」違い関係の歴史をみるため展開を軸とした
	古第三紀から前期中新世の化石産地現在の東アジア魚類相の祖先からなる。優占順に　クセノキプリス亜科　クルター亜科　コイ亜科　レンギョ亜科　ソウギョ　ウグイ亜科　カマツカ亜科　ダニオ亜科
	ニゴロブナの咽頭歯系の発生
	ダニオ亜科　　　　　　　28属59種シゾトラックス亜科　　  9属26種バルブス亜科　　　　　25属89種ラベオ亜科　　　　　　22属61種ウグイ亜科　　　　　　29属48種クルター亜科　　　　18属39種クセノキプリス亜科
	
	
	古琵琶湖の変遷と８つの段階
	
	縄文遺跡からの咽頭歯遺体
	３つの遺跡の咽頭歯遺体の研究絶滅種の発見　３つの遺跡とも絶滅種が存在した産卵期の漁保存食　赤野井湾湖底遺跡、鳥浜貝塚
	縄文遺跡の咽頭歯の研究から列島東北部のフナと南西部のフナの違い関東以北にはギンブナはいなかった琵琶湖のガンゾ　ナガブナ　オオキンブナとは何か
	弥生遺跡の咽頭歯遺体の分析下の郷遺跡、唐古・鍵遺跡、旭遺跡淡水漁撈が縄文時代に引き続き重要な生業　フナの保存食としての加工　養鯉の証拠　水田と魚（主としてフナ）との関係が見えてきた人々は何のために水田稲作を受け入れたのか
	
	

